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安全のご注意

安全のために次のことは必ず守ってください

本書は汎用プログラマブルコン トローラ PROSEC T2/T2E/T2Nに 使用する

シリアルインタフェースモジュール CF211(以 降 CiFモ ジュールと称す)の 仕様、

取 り扱いや注意事項について説明 しています。

CiFモ ジュールを安心して使用して頂くために、取り付け、運転、保守、点検の前に必ず

本書とその他の関連取扱説明書をすべて熟読し、機器の知識、安全情報、そして留意事項に

ついて習熟してから正しく使用してください。

[重要事項について]

1.CiFモ ジュールは、一般産業栂器 (各種製造ライン制御、工作機械など)に 使用される

ことを意田して段計、製造されたものです。

人台にかかわるような状況下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的と

して設計、製造されたものではありません。

C,Fモ ジュールを輸送機器 (列車など)、 医療用、航空宇宙用、原子力制御用、お底中

提用程器あるいはシステムなど、特殊用途にご使用の対合には、事前に販売担当までご相

酸ください。

2.C,Fモ ジュールは厳重な品質管理のもとに製造しておりますが、万―CiFモ ジュール

タ故障することにより人合にかかわるような重要な最備及び重大な損失の発生が予測され

る政常への適用に際しては、重大事故にならないように必ず安全装置を設置 してください。

3.C,Fモ ジュールは、取り付け・配線 ・使用 ・保守について、制御機器取り扱いの一般的

知出がある方を対象としています。取り扱いを限った対合には、8■ ・火災 ・故障 ・誤動

作のおそれがありますので、朝御機器取り扱い知出および電気的知出が不十分な方は、

取り付け・配線 ・使用 ・保守は避けて、専門知出のある方に依頼 して作業してください。

4。 本書及び別冊の関連資料は、プログラマブルコントローラ及び胡御機器取り扱いの
一般知出がある方を対象に配載しております。

配政内容に不明な点がありましたらご質問ください。



安全のご注意

安全のためにつぎのことは必ず守ってください

【警告マークについて】

本書では、安全事項ランクを「注意」として区別してあります。

:取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽

傷を受ける可能性が想定される場合、および物的損害の発生が想定さ

れる場合。

なお 差主拭よ に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

本文中での使用マークについて

【本文中でのマークについて】

次に示すワクは本書の中で必ず読んでいただきたい箇所についています。
CiFモ ジュールの取扱いや操作方法などで特に留意していただきたいことが書かれています。
必ずお読みください。

it

土息本江△



安全のご注意

土息本江△1.本 書に記載の環境で使用 してください。

高温、多湿、塵挨、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、故障、

誤動作の原因となることがあります。

2.モ ジュール及び伝送ケーブル (コネクタ)の 着脱は、必ず電源を切った状態で行って

ください。

感電、誤動作、故障の原因となることがあります。

3.C,Fモ ジュールの動作設定スイッチは、指定された設定方法及び内容を設定 してください。

指定外のスイッチ設定は故障、誤動作の原因となります。

4.CiFモ ジュールはT2/T2E/T2N専 用ですので、必ずベースユニットに取り付けて

使用 してください。

単独での使用及び他の用途への使用はおやめください。

感電、ケガの恐れがあり、また故障の原因となります。

5.伝 送ケーブル (コネクタ)の 接続は、ネジ止めし、抜ける、ぐらつくということが

ないよう確実に固定されていることを確認してください。

取り付けが不十分ですと、振動などによる故障、誤動作の原因となります。

6.煙 が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用 しないでください。

火災や感電の原因となります。

このような場合は直ちに全ての電源を切り、支社店 (販売店)ま たはサービス代理店に連絡

してください。

お客様による改造、修理は大変危険ですので絶対に行わないでください。

ア.シ ステムを常に正常に保ち、不要な トラブルを未然に防ぐために、日常点検、定期点検、

清掃を実施 してください。

8B CiFモ ジュールの分解、ハー ドウェアの改造、及びOSな どのソフトウェアの改造は

絶対に行わないでください。

故障、誤動作により火災、感電、ケガの恐れがあります。



安全のご注意

は じめに

この度は東芝汎用プログラマブルコントローラPROSEC一 T2シ リーズをお買い上げいただ

き、誠にありがとうございます。

本書はPROSEC― T2シ リーズで使用いたしますCiFモ ジュール(CF211)の仕様、取り扱い方法
について説明した取扱説明書です。本モジュールをご使用の際は、本取扱説明書をお読みの上、
正しくご使用下さいますようお願いいたします。

なお、本取扱説明書の他に、以下の説明書が準備されていますので、あわせてお読みください。

T2製 品説明書(UM―TS02★
★・―J001)

プログラマブルコントローラT2の 基本ハードウェアについて構成、仕様、

取付 ・配線方法、保守 ・保全方法が説明されています。
またT2が 持っている機能とその使用方法、ユーザプログラムの作成に必要な

情報について説明されています。

T2E製 品説明書(UM―TS02E★
★―J001)

プログラマブルコントローラT2Eの 基本ハー ドウェアについて構成、仕様、

取付 ・配線方法、保守 ・保全方法が説明されています。

またT2Eが 持っている機能とその使用方法、ユーザプログラムの作成に必要な

情報について説明されています。

T2N製 品説明書(UM―TS02Nオ
t―J001)

プログラマブルコン トローラT2Nの 基本ハー ドウェアについて構成、仕様、

取付 ・配線方法、保守 ・保全方法が説明されています。

またT2Nが 持っている機能とその使用方法、ユーザプログラムの作成に必要な

情報について説明されています。

Tシ リーズ命令語説明書<ラ ダー、SFC編 >(UMLTS03・
出_J004)

Tシ リーズが支援するプログラム言語のラダーとSFCに ついて、各命令語の仕様詳細
が説明されています。

Ｖ
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1章 概要

1 - - l  C i Fモ ジュールの概要

O  C F 2 1 1は、プログラマブルヨント回―ラP R O S E C―T 2 / T 2 E / T 2 N (以降 P L Cと
称す)用の汎用シリアルインタフェ

ースモジュールです。

○ 本モジュールを使用してRS-232Cイ ンタフェースを持つ外部機器と

データの授受を行うことができま,。

○ 通信ポー トは、 1ポー ト装備しております。

○ 伝送は、調歩同期方式にて無手順をサポートしております。

○ 下図に構成例を示します。

コンピュータ

T2シ リーズ



概要

1-2 CiFモ ジュールの動作概要

CiFモジュールにて、外部機器とデータ授受を行う場合、下図のような経路
にて伝送データを授受します。

T2シリース
｀

レジスタ

データの送信

データを送信する場合、PLCの レジスタに送信するデータを設定後、WR!TE命 令
にてCiFモ ジュールのパッファメモリの送信エリアに書込みます。
この後、送信スタートフラグをONす ると、CiFモ ジュールが外部機器にデータ

を送信します。

データの受信

外部機器より受信されたデータは、受信バッファに貯えられデータチェック後に
バッファメモリの受信エリアに格納されます。格納後、CtFモ ジュールは受信
データ読み出し可能フラグをONし ますので、READ命 令にてそのデータをPLC

のレジスタに読み取ります。

データフォーマット

CiFモ ジュールで授受できるデータは、ASCllヨ ードによる一連のデータです。
1回の送受信できるデータの最大長は320バ イトです。
このデータの最終コードの初期値は、CR(ODh)に設定されています。このコードを

別のコードに変更することもできます。

2  3 N‐l N

C R

N :デ ータ長=最 大 3 2 0バイト(最大 1 6 0 W )

２

３

C I Fモ ジュール         :

バッファメモリ  イ云送バッファ  ドライバ

送信用エリア 送信バッフア

受信用エリア 受信バッファ



概要

1-3各 部の名称と機能

以下にCF211の モジュール外観および機能を示します。

LED表 示部

送信データ、受信データが

ある時に点灯します。

リセットスイッチ

モジュールを初期状態にします。

ディップスイッチの設定変更や、

モジュールが以上になった場合

押してください。

ァィップスイッチ

伝送速度、ビット構成を設定します。

伝送用コネクタ

RS-2 3 2 CttD―SUBコ ネクタ

(9P一 メス形)

CF211

Ｏ癒ジタでな即Ｏ

1-4デ ィップスイッチの設定



概要
スイッチの設定機能について示 します。

ストップビット

―

―

―

ヨ
度速送

東子ダ』経鬼)/~
リヾテイ種別(奇/偶 )_

未使用(ON/OFFど ちら

でも可)

ON 8ビ ット長

OFF 7ビ ット長

リヽテ ビ 卜(有/無‐3:パリテ ィビッ

ON パリティ有り

OFF ′ヽ リティ無 し

SW‐2:パリティ種別(奇数/偶 数)
ON 奇数パリティ
OFF 偶数パリティ

(パリティ無 しの時は無視されます。)

ＷＳ

伝送速度

ホ
'一
レート 300 600 1200 ００４２ 4800 ００６９ 19200

SW‐ 8 OFF OFF OFF OFF ON ON ON

SW-7 OFF OFF ON ON OFF OFF ON

SW-6 OFF ON OFF ON OFF ON OFF

■  18

E 17

■  16

■  15

■  14

■  13

■  12

■  11

0N→

SW-5:ス トップビット

ON ス トップビット1

OFF ストップビット2

SW-4:デ ータビット

補足

1.伝 送フォーマットは次の組み合わせが可能です。

スター トビット データ長 パリティ ストップビット

1
フ

あ り 1

1
７

あ り ２

1
８

な し 1

1
８ あ 1

2.デ ィップスイッチはPLC電 源 OFF→ ON時 、リセットスイッチを押 した時、コール ド
スター トを実行した時のみに設定が更新されます。

3.電 源ON時 はディップスイッチの変更を行わないでください。

4.工 場出荷時のディップスイッチの設定は、全てOFFに なっています。



概要

1-5コ ネクタポー トの仕様

伝送コネクタは以下の信号が配置されています。

■

Ｂ

2  RXD

3  TXD

4  DTR

5  SG

6  DSR

7  DC5V
８

９

TXD

RXD

DSR

SG

DTR

外部機器側

M2.6ネジ

CF211復 l

コネクタ外形

D―SUBコ ネクタ9ビ ンメス形

◎ ◎

(1)DTR信 号は、電源 ON後 常時 ONし ています。

(2)信号線が未接続の場合、各入力信号はOFFと なります。

(3)DSR信 号は、デ
ータの送受信には無関係です。

(4)6番ピンの DC5Vは 最大 20mAま で出力できます。

(5)ケ
ーブルの抜き差 しは、電源をOFFに して行ってください。



2章 仕様

2 - 1  モジュールの仕様

以下にCiFモ ジュールの主要仕様を示します。

項 目 仕様

機能 無手順シリアル伝送支援

i / O 種別 iXttY 4W

伝送インタフェース RS-232C準 拠  1チ ャネル

伝送容量 1フ レーム最大 320バ イ ト

伝送方式 調歩同期方式 (非同期)

通信方式 全二重方式

接続形態 1 対 1

伝送速度 300,600,1200,2400,4800,9600,19200bps

伝送フォーマット スター トビット  :1ビ ット

データ長     :7/8ビ ット
パリティ     :無 し/奇 数/偶 数
ス トップビット  :1/2ビ ット

伝送コー ド ASCi:コ ー ド/JlS 8ビ ットコー ド

伝送距離 RS232C:最 大 15m

データバッファ 送信 :160W、 受信 160W

外部コネクタ D―S U B  9 ビン メス形コネクタ( D E‐9 S )

M 2 . 6 ネジ

RASホ農筒ヒ 自己診断、伝送異常チェック、

ウォッチドッグタイマ(200ms)

絶縁 なじ

RS-232Cポ ー ト ー 内部ロジック間

最大消費電流 Max.550 mA(DC5V)

重量 2000

補足

(1)CiFモ ジュ
ールは 1枚 550m Aの 電流を消費いたします。

T2シ リーズの電源モジュールは、CPUや 1/0に 最大

2,5Aを供給できますので、使用ユニットに装着する

モジュールの消費電流が、この値を超えないようにCiF

モジュールを実装 してください。

(2)接続するケ
ーブル側のコネクタはD―SUB 9ピ ン オス形の

コネクタ(DE"9P)を使用 して下さい。



2章 仕様

2-2伝 送手順

CiFモ ジュールは伝送手順としてパソコン等に多く使用されている無手順を支援

しています。一般の無手順は以下のようなポーリング方式を採用 しており、その

最終コー ドは多くの場合 CR(ODH)を 選択 しています。

送信 テキス ト CR テキス ト CR

テキス ト CR
受信

(1)送信テキス ト

CiFモ ジュールにてデータを送信する場合、下図に示すようなASCi,ヨ ードの

テキス トデータを作成し、CIFモ ジュールの送信エリアにWRITE命 令にて書込み

ます。

P L Cレ ジスタ
F            0

送信テキス ト

◇送信テキストの最後に最終コード

(CR)を必ず添付して下さい。
◇送信テキストの最大長は160w
です。

HlGH

バ イ l

(2)受信テキス ト

CiFモ ジュールにてデータを受信 しますと、下図に示すようなに、ASCl!コー ドの

テキス トデータをREAD命 令にて読み込みます。

◇受信時は最終コード(CR)までの

テキストを受信します。

◇受信テキストの最大長は160w

です。

◇受信時の受信バイト数を
パラメータ10W(OAH)に格納じ

ます。

受信テキス ト

い
１

イ

P L C レ ジスタ
F            0

ぱ

＼
げ

に
ド

げ

“
3'

“
2' “

1カ

“
5"

``コ
P' ２

７ ぱ
“
3''

ｙ ８ ギ

NULL ＲＣ “
5''

ト

α

】

Ｌ

　

ノ

げ

``7

８

“
g,

ＲＣ

げ

＼
Ｖ

ト

げ

“
3"

“
2カ

Ｓ ギ ２

“
7) ６ ｇ

ｇ ８ “
4"

NULL CR Ｓ

ト

ｄ

】

Ｌ

　

ノ

６

７

ｇ

“
g,

CR

イ

受信バイト数(N)

補足

PLCが HALT状 態の時、受信データ

がある場合はCIFモ ジュールのバッフ

ァに格納されますが、読み込みが行われ

ないためデータはバッファに溜まってい

きます。このため、 PLCを RUNに し

た時にバッファオーバフローが発生する

場合があります。



3章 接続

3 - l  R S 2 3 2 Cケーブルの接続

RS232Cで のケーブル配線例を以下に示 します。
一般に、RS232Cは ケーブル全長を15m以 内にします。

使用ケーブルは0.3mm2以 上の一活シール ドケーブルを使用 してください。

外部機器 C I F モ ジュール

R S 2 3 2 C ストレー トケーブル( 2 5 P … 9 P )

外部機器(J‐3100)

RS232Cク ロスケーブル(9S

C I F モ ジュール

ー 9P)

チ騨 京'荘
:夕 の取 り付け

: ネ ジ に 接 続

: し、接地を取り

DE-9P

(1)SG(シグナルグランド)は必ず接続して下さい。

(2)伝送ケ
ーブルは一括シールド付きケーブルを使用し、CtF

モジュール側にて必ずFG(コネクタ取付ネシ
｀
)に接続して下さい。



3章 接続

3-2配 線上の注意

弱電系 1/0モジュール

DC入 カモジュール

アナログ入カモジュール

アナログ出カモジュール

パルス入カモジュール

位置決めモジュール

CiFモ ジュール

伝送モジュール

1/0モジュールをPLCに 実装し、各信号線を配線する場合、以下の点に

ご注意下さい。

1)1/0モジュールの配置は、弱電系 1/Oを左側に、強電系 1/0を右側に配置し、

配線も弱電系信号線と強電系の配線を分離して下さい。

2)各 ユニットの上下間には、保守、通風のため 100mm程 度の間隔をとって

下さい。

3)動 力線、動力機器とユニットは200mm以 上離すか、鉄板等で遮蔽してくだ

さい。鉄板は盤の FGに 接地して下さい。

4)弱電系の信号配線と強電系の配線を同一ダクトに入れて混触させないで下さい。
5)RS-232C伝 送ケーブルは配線ダクトに入れずに、分離して下さい。

基本ユニット

100mm以 上

以上

拡張ユニット

強電信号配線用 動力線

ダクト

強電系 1/Oモジュール

A C入 カモジュール

D C出 カモジュール

A C出 カモジュール

接点出カモジュール



4章 レジスタ構成

4-l yO害J付

C i Fモ ジュールの ! / O割付種別は 「: X + Y 4 W」 です。

P L Cに C i Fモ ジュールを実装 して、自動 1 / O割付 を行いますと、 「X + Y 4 W」

としてモジュールが割り付けられますので、その後 1/0割 付を 「iX+Y4W」 に設定
修正してください。CiFモ ジュールは入出カエリアを4W占 有し、入出カレジスタ
をXW(n),XW(n+1),YW(n+2),YW(n+3)と連続 して使用 します。

以下に T‐PDS(Win版 )での 1/O割付画面の例 を示 します。

上記例では、CPUモ ジュールの右隣にCiFモ ジュールを装着していますので、
XW000,XW001,YW002,YW003の 4Wを ステータス情報、コマンド情報の授受に

使用します。

CiFモ ジュールは 「iX+Y4W」 と割り付けられますので、これらの情報の授受には

直接入カデバイス(l)/直接出カデバイス(0)にて実施して下さい。

また、ステータス情報を通常のデータモニタにて確認したい場合は、直接入出力命令

[1/O]命令にて入カエリア(最初の2W)の設定して下さい。

‖|モ
 I′8  〔口2)XWBロ ロ

このプログラムにてステータス情報をX009～ X00Fと してモニタできます。

０



4章 レジスタ構成

4-2ス テータス/コ マンド情報

入出カエリアに割り付けられる、

F  E  D  C  B  A  9

ステータス/コ マンドの情報を以下に示 します。

8 7 6 5 4 3 2 1 0

臥
．ＣＭＰ

ＴＸ
．
ＲＤＹ

TX

ERR
0 Ｘ
．研

Ｘ
一
ＲＲ

Ｒ

Ｅ

Ｘ
一ＭＰ

用使未
ステータス

XWn

未使用

XWn+1

コマン ド

Ywn+2

未使用

Ywn+3

未使用 (リザープ)

以
一部

用使未
ＲＸ
．

ＳＴ
未使用

未使用 (リザープ)

レジスタ ビット 信号名 内容

XWn
F TX RDY

1:送信データ書込み可能
0:送信データ書込み禁止

E TX CMP 1:送信完了  0:送信処理中
Ｄ TX ERR 1:送信データエラー発生  0:送信正常

Ｂ RX RDY
1:受信データ読出し可能
0:受信データ読出し禁止

Ａ RX CMP 1:受信完了  0:受信処理中
９ RX ERR 1:受信エラー発生  0:受信正常

XWn+1
末使用

Ywn+2
Ｆ TX ST

t送信データ書込みスタート

0:送信データ書込み完了

Ｂ RX ST
1:受信データ読出しスター ト

0:受信データ読出し完了
Ywn+3

用使未



4章 レジスタ構成

4 - 3・ レジスタマップ

(1)CiFモ ジュ
ール内部のメモリマップ

CiFモ ジュール内部のメモリ空間は、下記構成になっており、PLCよ り

R E A D / W R I T E命 令 にてデ
ータを授受 で きます。

16W

(010H)

176W

(OBOH)

側
パ ラメータ

(15 W )

ステータス情報

スイッチ情報
受信データ

エリア(160W)

ソフトウェアリセット

送信データ

エリア(160W) 受信エラー情報

送信エラー情報

チャネルステータス

受信バイト数

送受信タイムアウト

READ/WR,TE命 令でCiFモ ジュールのメモリをアクセスする際、メモリア ドレス

を指定するレジスタの最上位ビット(Fヒ
・
ット)は必ず 1にセットします。

・パラメータをアクセスする際は、8000H～ 800FHと してください。
・受信データをCiFモ ジュールから読み出す際は、8010Hと してください。
・送信データをCiFモ ジュールヘ書き込む際は、80BOHと してください。

２



4章 レジスタ構成

(2)ステ
ータス情報
パラメータの4Wに ASCilモジュールのステータス情報が格納されています。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1
ステータス

OW
ＹＤＲ ERR 未使用 エラーコー ド

Ｂ
名称 内容

Ｆ RDY

レデ ィ

1:正常動作中

0:イエシヤライズ中

又はエラー発生中
Ｅ ERR

エ ラー
1:エラー有 り

0ユ ラー

エラーコー ド 内容(ERR三 1の 時)
00H 正常

01H CPU異 常
02H ROM異 常
03H ワークRAM異 常
04H コモンメモリ異常
05H スイツチ設定異常

10H WDタ イマ発生

(3)スイッチ情報

パラメータの 2Wに モジュール正面の Dい スイッチの設定情報が格納されています。

E  D  C  B A  9  8  7 5 4 3 2

スわチ情報
2VV

未使用 スイッチ情報
０

:ON

:OFF

_  1 8

E  1 7

‐  1 6

‐  1 5

‐  1 4

E  i 3

1  E 2

‐  11

0N→

３



4章 レジスタ構成

(4)ソフトウェアリセット

パラメータ5Wに コマンドを転送し、CiFモ ジュールをソフトにて初期化できます。

最終コードや受信タイムアウト時間を変更した場合、ホットスター トコマンドを

設定して下さい。ホットスター ト完了には1秒問必要です。

CiFモ ジュールに異常が発生した場合、ヨール ドスタートを設定します。
コール ドスタートには2秒 問必要です。

B  A  9

ソフトリセッ

5W

５ 受信エラー情報
パラメータの 7Wに 受信エ

D  C

ラーの内容を示すコー ドが格納 されています。

B  A  9  8  7  6  5  4  3  2

受信エラー

測

送信エラー

8W

(6)送信エラ
ー情報

パラメータの3Wに 送信エラーの内容を示すコードが格納されています。

未使用 送信エラーコード

エラーコー ド 内容(TX ERR=1

の時)
00H 正常(TX ERR=0)

01H 送信タイムアウト

02H 最終コード未検出

E  D  C

ソフトウェアリセットコー ド

斬Ｒ 内容

1 ガトウェアリめ卜要求有 り
０ ソフトウェアリめ卜完了

コード 内容

FEH ホットリスタート(送受信ルーチンのみ初期化)
FFH コールドスタート(電源投入初期化と同

一処理)

受信エラーコード

1 :パリテイエラー有 り
0 :パリテイエラー無し

内容(RX ERR〓 1

の時

受信タイムアウト

受信テキスト長異常

受信バッファ

オーバフロー

４



4章 レジスタ構成

(7)チャネルステ
ータス情報

パラメータの 9Wに チャネルの制御信号の状態が格納されています。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3
ステータス

9VV

(3)受信バイ ト数情報

パラメータの

F  E

10Wに受信 したバイ

D  C  B  A

卜数が格納 されています。

9 8 7 6 5 4 ０

受信バイト数
1 0 W

受信バイト数 (0～320バ イト)

未使用 最終コード

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0

送受信タイムアウト

送受信タイムアウト:0.1～60秒 (設定値 :1～600)

設定値を0や 600よ り大きい値にすると、タイムアウト

監視をしません。

送受信タイムアウトは設定変更後、ホットスター トにより反映されます。

電源投入時、コール ドスタート時にはデフォル ト値 1秒 (10)に設定されます。

(9)最終コ
ー ド情報

パラメータの 12Wに 送受信テキス トの最終ヨー ドが格納されています。

WR!TE命 令にてこのデータを書き換え、ホットスター トにより任意の最終コー ドを

設定できます。

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1

最終コード
12W

最終コード:電源投入時、コール ドスタート時はデフォル ト値 ODHと なります。

(10)送受信タイムアウト情報
パラメータの 13Wに 、送受信したデータのキャラクタ間のタイムアウト時間

を格納しています。送受信データのキャラクタ間がタイムアウト時間を超えますと

送受信タイムアウトエラーとなります。

受信タイムアウト

13W

1:DSR許 可状態
0:DSR禁 止状態

相手機器の DTRと 接続して使用してください。

５



5章 動作プログラム

5-1 受信処理動作

CiFモ ジュールにてデータを受信する場合のタイミングと参考プログラムを示 し

ます。

異常データ

伝送

RX CMP

受信完了

RX ST

受信スタート

RX RDY

受信レディー

RX ERR

受信エラー

受信データ
READ

エ ラー情報

READ

∞

SET Y口82B

附口U Rい088][ 00128 MIU

REnD  RWDD回    →  D880D

的

RST V882B][ RST R口lD8][ SET

C H 8 0 0 0 j
-32768 BjnU RW008][ 00016 MIU

XW000 REnD  RW888   →  D3000

①ヽ |

①リード開始

②受信データリード

③正常完了

時

正常受信時     | 異常時

プログラム例

CPUモ ジュールの右隣にCiFモ ジュールを装着 し、256バ イ ト(128W)の デ
ータ

を受信するプログラムを示 します。

受信テ
°―夕:D0000-D0127(正 1常完了H寺), モシ

Sュールのハ
°
ラメータ:D3000ハ ウD3015(異 常完了

C t■C M P j

1 / 0  並 0 2 )

R0180 X00Bn

中

XD80,

― l r

R 0 2 0 0

R W E 1 0 9

④エラー情報リード

L S D ⑤異常完了
nStt Y002B]{ RST R0130_LE SET R030ロ

I′0  〔02)

受信エラー情報を読み取る必要の無い場合、④エラー情報リード処理は不要です。

正常データ

①ヽ|

受信データ

READ命 令

６



5章 動作プログラム

5-2送 信処理動作

ASCilモジュールにてデータを送信する場合のタイミングと参考プログラムを示 し

ます。

正常データ 異常データ

伝送

砿 RDY

送信 レディー

TX ST

送信スター ト

TX CMP

送信完了

TX ERR

送信エラー

送信データ

WRITE

エラー情報
READ

ム
Ｔ
′

４
Ｔ
Ｉ

|

②
l
附

⑤

正常 | |

↓
1  異常

l④① ①

送信データ

WR!TE命 令

異常データ

WRITE命 令

正常送信時    , 異常時

プログラム例

CPUモ ジュールの右隣にCiFモ ジュールを装着 し、256バ イ ト(160W)の デ
ータ

を送信するプログラムを示 します。 (事前に送信テ
・―夕を D1000～ Dl127に セッ トして

おきます。異常完了時はモジュールのパラメータが D3000～D3015に格納されます。)

Iメ0  (02)XMD00
R0191 X800F m 8 0 B O j

-32592 H8U

D10Ela WRITE RWED2   →  XWt100

的

SET Y002F

∞

RST V882F][ RST R0181_LE SET

m 8 0 0 0 j
-327● 8 PBDU RWDD8][ 0口016 HDU

RMB02][ 00128 ‖OU RW803

R02口 1

RW009

①送信データ書き込

②送信スタート

③送信正常完了

④送信エラー読取り

⑤エラー完了

砥 ω

10DDE

XDD口 D

― l「H

REnD  RW008   →  D3000

∞

RST W002F][ RST R01Dl~LE SET RD3口 1

IメD  〔02)

送信エラー情報を読み取る必要の無い場合、④エラー情報リード処理は不要です。

７



5章 動作プログラム

5 - 3最 終コー ド変更

送受信テキス トの最終コー ドを変更したい場合、下記のようなソフトを作成 し、

実行して下さい。最終コードを変更するプログラム例を示します。

最終コードを03Hに 変更するプログラム例

CiFモ ジュールのパラメータ 12Wに 使用する最終コー ド(01H～FFH)を設定後、

ホットスター ト処理を実行 して下さい。

補足

1.ホ ットスタートは2ス キャンロ以降に実行してください。
2.ホ ットスタートは、送信(ライト命令)、受信(リ

ード命令)を完了(正常/異 常)させてから

実行してください。ホットスター ト中は送信/受 信処理が動作しないようにプログラミ
ングしてください。
3,最 終コード変更が完了(サンプルプログラムではR0102が ON→OFFに なるまで)して
から、送信処理や受信処理を開始してください。

８



5章 動作プログラム

5-4送 受信タイムアウト変更

送受信タイムアウト時間を変更したい場合、下記のようなソフトを作成 し、

実行して下さい。送受信タイムアウト時間を変更するプログラム例を示 します。

CIFモメュールのサヽ
°
ラメータ読込み

タイムアウト変更完了

タイムアウト=2秒

DBD01 M8U RW口 19

コマンドセット

00001 PBBU RW019

ホットスタート実行

→  XW口0口]屯 SET R0203

CiFモ ジュールのパラメータ 13Wに タイムアウト時間(0～600)を設定後、

ホットスター ト処理を実行して下さい。

Ｅ

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｅ

Ｕ

Ｔ

じ

Ｕ

Ｔ

ｍ

ｗＲＩ

冊

附

ｗＲＩ

”　四的３２５．．的帥　８２。．

卜
Ｐ
卜
卜
略

了信

変

受

ら

の

か

常

て

通

し

ド
ー

ド

ー

ー

‥

DD280

R阻18H

R W 0 1 8

D口2口1

タイム7ウト値の書込み

補足

1.ホ ットスター トは2ス キャンロ以降に実行してください。
2.ホ ットスター トは、送信(ライト命令)、受信(リ

ード命令)を完了(正常/異 常)させてから

実行してください。ホットスタート中は送信/受 信処理が動作しないようにプログラミ
ングしてください。
3,タ イムアウト設定変更が完了(サンプルプログラムでは R0102が ON→ OFFに なるま

で)してから、送信処理や受信処理を開始してください。

９



5章 動作プログラム

5 - 5 コ ール ドス ター ト

CiFモ ジュールをソフトにて初期状態に戻す場合、コールドスタートを実行します。
コールドスタートを実行しますと、最終コードや受信タイムアウトがデフォルト値
(最終コード:CR(ODH)、受信タイムアウト:1秒 (10))に戻ります。

0■   C18000j

ド
ー

ド

ー

CiFモメュールのサヽ
°
ラメータ読込み

コール ドスタート完了L一J            tt RST R81叫  RST R0204

0■ R82D■ RDlDD R0101 R口60F  c□。FD                     コiマ〕′ドtZット

通常の受信/送 信処理を完了してから

コールドスタートを行います。

コール ドスター トは 2秒 で完了 します。

3 H口U D0201コーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

3 ‖OU RW018][ DD001 HttU RW01,ト

コール ドスター ト実行
WRITE RW318   →  XWDO口 ][ SET R口21

コール ドスタートは、送信(ライト命令)、受信(リ
ード命令)を完了(正常/異 常)させてから実

行してください。コール ドスター ト中は送信/受 信処理が動作しないようにプログラミング
してください。

０２



6章 アプリケーションプログラム

6-1送 受信プログラム

基本的な通信プログラムを紹介 します。

受信 : 受信したデータ(256バイト以内)をD0100～D0227に 格納 します。
正常受信時に、R0000が 1ス キャンONし ます。異常受信時は、R0003が

ONに セットされ、D0005に エラーコードが格納されます。

送信 : D0228～D0355に 送信データを設定し、R0010を ONに セットしますと、

データが送信されます。正常完了しますと、R0001が 1ス キャンONし ます。

送信データに異常がありますとR0009が ONに セットされます。

PLC内 部データレジスタ                CiFモ ジュール内部
D0100

D0227

受信データ

128ワード

アドレス :16

転送ワード数 :128

受信エリア

160ワード

送信エリア

160ワ ー ド

D0355

送信データ

128ワード

プログラム例

Iプロ  〔02)

S30■ F X8Dan X00oB xt10回字      KRX S0

RD810 X80DF

B

口][ 80128 HDU D8801

00   →  D0100

R0

0][ 口0016 H8U DDD81

00   →  D8005

T ROat18

先頭アドレス :176

転送ワード数 :128

(H80B0
132592 HOU D0080~LE

D0228 WRITE D0800

1TX SO
SET W802F

KTX_ST)
RST V口02FH RST R0010_LE SET RD8ロ

申 T
(TX RDYj

ぐTX_CMD

X000D

D8128 H8U D8001

→  XWD80

当

°

卍
■
引↑H R S T t t H  R S T  R B 0 1 8

― llH
(TX ERD

Iブ0  〔D2)

176W

２



6章 アプリケーションプ回グラム

6-216進 数⇔ASCilコー ド変換(T2E,T2Nの 場合)

T2E,T2Nに は 16進 数→ASCilコ ー ド変換(HTOA)、 ASCilコ
ー ド→16進 数変換

(HTOA)の 命令語がサポ
ー トされています。

T2で ご使用の場合は、6-3～6‐6項 のサンプルプログラムを参照 してください。

(1)16造 数→ASCHコ ー ド変換 (HTOA)

RW050～ RW053に 格納 された 16進 データを D0200～ D0207の エ リアに ASCilコ ー

ドに変換して格納 します。

変換元のワー ドサイズは最大 32ワ ー ドまでです。

[プログラムの動作]

変換元 16進 データ

鵡 中

[プログラム例]

変換元    変換元

|1旦1°:二
_屯Dβ盲暑D  nttDH 路3)

(2)ASCHコ ード→16注数変換 (ATOH)

D 0 3 0 0～ D 0 3 0 7に 格納 された AS C t lデ
ー タを RW 0 6 0～ R W 0 6 3の エ リア に 16進 数

データに変換して格納します。

変換元のワードサイズは最大 64ワ ードまでです。

【プログラムの動作]

変換元ASC‖進データ 変換先 16デ ータ
F          0

変換先 ASCiiデ ータ

D0200

D0201

D0202

D0203

D0204

D0205

D0206

D0207

変換元    変換元

1円°畿謡B ttm陥)
院
頭
協
先

D0300

D0301

D0302

D0303

D0304

D0305

D0306

D0307

[プログラム例]

F       8  7       0

1"てH31) “げ'(H30)

“『(H33j
“
2'(H32)

“げてH35)
“
?(H34)

“
ア
ウ
rH37お

“
S'FH36ヽ

“
〔ンFH39ヽ

“
げ
'rH38ヽ

“
げF H 4 2 ヽ

“
AルてH41)

“げ rH4 4ヽ “C力rH43ヽ
“P(H46) “Eル(H45)

:‖樹!

棚類“ｍ
Ｒ

２２



6章 アプリケーションプログラム

6-316進 数→ASCllヨー ド変換サブルーチン (T2の場合)

R W 0 0 0 に 格納 され た 1 6進 デ
ー タを R W 0 0 1・ R W 0 0 2の エ リアに A S C i lコ ー ドに

変換して格納するサブルーチンを紹介します。

ワークエリアとしてRW003～ RW004を 使用します。

[プログラムの動作]

変換元 16進データ
RW000 1234H _ト

①

変換先 ASCi,デ ータ

[プログラム例]

回路 2

回路 3～6

SUBR〔001)

11 ql Ql
RW005][R0000  H口U RWOD6

処理②

H●じ RWO,3][R0008 pBDu RWttG→ ][R080■   llBU

３

４

５

６

∞

００

００

００

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

→   RW003

②    RW004

RW005

RW006

→   RW001

③    RW002

R0333 R0032

R口0■3 R00■ 2

RDB53 RDE52

RD3● 3 RD862

昭3〓鵠R蕊03
00055  →  RWD03

手    ●00■ 8  →  R研口03

DDD55  →  R研ロ

Ⅲ    000■ 8  →  R

ODD55  →

→    DD口48  →

OD855  →  RW町0

咽°〓批RttD4
トー
1:il口〓鵠R温85

t    00DEB8  →  R研00こ

回路 7～10  :処理③

上言己プログラムでは、16進数(0,1,2,3,4,5,6,7,8,9,A,B,C,D,E,F)を30H～ 39Hと

41H～46Hま でのASCilコードに変換します。

冊〓路RttB占
RmO■   S‖L   08     →

RmO■   DR   RUD33   →

３２



6章 アプリケーションプログラム

6-416進 数データ→ASCilデータ変換サブルーチン(T2の場合)

指定されたデータレジスタから、指定分の個数の 16進数データをASCt!データに

変換して格納するサブルーチンを紹介します。

ワークエリアとしてRW000～ RW006、 前ベージのサブルーチンを使用 します。

[プログラムの動作]

変換元アドレス

変換先アドレス

変換ワード数

変換元データ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

I  ]E DB580 BrlDU J  _LE DO口02冊 U X  ]EEnLL H.D02EJ

[変換サブル
ーチン例]

SUBR(002)

FDR  X

I

‖OU RMDO●
~LEEnLL

J

l  HDU DED口 0][ Ⅲl

H.BDl]屯 Ⅲl

J HRWB口2
J

D000D][ １≡

変換先データ

。

2∞

柵

BD20tl HttU

16進 数→ASCi!コ ー ド

[プログラム例〕
インデックスレジスタ1,J,Kに所定の変換元アドレス番号、変換先ア ドレス番号、

変換ワード数を指定して、サブルーチンをコールします。

サブルーチン1を使用 して連続データをASCilコ ー ドに変換 します。

４２



6章 アプリケーションプログラム

6-5 ASCilコー ド→16進数変換サブルーチン(T2の場合)

RW010日RW011に 格納されたASCi‖コードをRW012の エリアに 16進数の値に

変換して格納するサブルーチンを紹介 します。

ワークエリアとしてRW013～ RW014を 使用します。

[プログラムの動作]

変換元 ASCttデータRW研0塵
ョま鞘樹?

RW015

RW016

→   RW013

②    RW014

RW015

RW016

変 換 先 16進 数 デ
ー
タ

_, RW011 1234H

③    RW012

[プログラム例]

回路 2

回路 3～6

回路 7～12

SuBR〔003)

12 q2                q2
RW013][R0188  H8U RW01■ ]屯R0110 P80U RMD15~LER0118  ‖口U RWD161

q2

:処理①
:処理②
:処理③

卜…

[:il:!:[R‖ 口13   :D55

→  RW013

B口0■8  →

→  RW01

00048  →

→  RW01

0ロロ48  →  RW口 1

→  R研01

88B48  →

R31■ 6

■0166

EI:1:[Rい 015

口0055

8BD55

00855

RU81

RWB

↓
　
　
　
　
↓

RWD15

RWn12

RWnl

RttDl

上記プログラムでは、30H～39H(0～9)と41H～46H(A～F)のASC,1コードのみ正常に

16進数の値に変換されます。他のASC!,コードは意味がありません。

EI比 R阻 16

3  SHL   12

1■  SHL   D8

15  S‖L   D■

12  0R   RW01■

12  8R   RWD15

2  BR   RW■ 16

５２



6章 アプリケーションプログラム

6-6 ASCilデータ→16進数データ変換サブルーチン(T2の場合)

指定されたデータレジスタからASCtlデータを、指定分の個数の 16進数データに

変換して格納するサブルーチンを紹介 します。

ワークエリアとしてRW010～ RW016、 前ベージのサブルーチンを使用 します。

[プログラムの動作]

変換元アドレス

変換先アドレス

変換ワード数

変換元データ 変換先データ

ASCl,コー ド→16進数

サブルーチン3

[プログラム例]

インデックスレジスタ,,J,Kに所定の変換元ア ドレス番号、変換先ア ドレス番号、

変換ワー ド数を指定して、サブルーチンをコールします。

押
卍
竺
{ D 8 6 0 0 M 8 U  I   コ{ : 3 D 7 口B  H D U  J   } [ 口 0 0 8 2 M 〕 U  3 t   H E n L L  N . B 8 4 封

[サブル
ーチン例]
サブルーチン3を使用してASCt!ヨードを16進数に変換します。

SUBR〔 D8■)

FDR  H

I

Ｉ

Ｊ

Ｋ

I

HD3口 OB  ‖口U RW011][ Ⅲl

樹

700柵

~LEEnLL 
N.D03HDU

12  HOU

RWE110H
J

DDBDD][

６２



7章 保守 ・メンテナンス

7 - l  L E D に よるチェック

CiFモ ジュールのとEDの 点灯状況にてモジュールの動作を確認できます。

LEDの 名称 根発台旨

C H l データ送受信中に点灯

以下に異常状態でのチェック手順を示します。

(1)受信するタイミングでLEDが 点灯しない。
・RXD、 SG等 の信号線が正しく接続されているか確認します。
・接続している相手機器が正常に動作しているか確認します。

(2)LEDが点灯するのに受信できない
。PLCの ソフトをチェックし、受信プログラムが動作していることを確認します。
・ステータス情報にて受信エラーが発生してるかチェックします。
・受信エラーが発生している場合、正面のスイッチによるボーレー ト、パリティ、
ビット長、ストップビットの設定が接続機器の設定と合っているか確認します。

(3)送信するタイミングでLEDが 点灯しない
。PLCの ソフトをチェックし、送信プログラムが動作することを確認します。
・ステータス情報にて送信エラーが発生している場合、送信データの最終コードが

CtFモ ジュールの設定している最終ヨードと合っているか確認します。

７２



7章 保守 ・メンテナンス

7-2ス テータス情報によるチェック

ステータス

OW

Ｂ
名称 内容

F RDY

レデ ィ

1:正常動作中

0イ ニシャライズ中

又はエラー発生中
Ｅ ERR

エラー
1:エラー有 り

0:エラー

上記内容をPLCの データレジスタに読み取る場合、下記のようなプログラムを

入力してください。

11屯  。口。口D MDU DEDBD]屯  BODDl PIBU DDD01][XWtD。 口 RERD  D0000   →   DDDO,]一
一一一―一

|

エラー情報が D00 0 9に読取 られますので、D00 0 9の値を 16進数にてモニタします

とエラーコー ドの内容を判別できます。

エラー

コー ド
種別 エラー内容 対応

01H CPU異 常 作
ＣＰＵ
シャルチェックにて
の異常を検出した。

CiFモ ジュールを交換

します。
・各 ERRビ ットが ON
・モジュールは動作停止

02H ROM異 常
イニシャルチェックにて

ROMの 異常を検出した。

Ｈ３０ ワークRAM異 常
イニシャルチェックにて

RAMの 異常を検出した。

04H コモンメモリ異常

イニシャルチェックにて
コモンメモリの異常を検出

した。

05H スイッチ設定異常

イニシャルチェックにて

スイッチの設定に異常を

検出した。

設定を初期出荷状態に

戻 し、再度電源投入 し

ます。再発するときは

モジュールを交換 します。

10H WDタ イマ異常
動作中にウォッチ ドッグ

タイマエラーを検出した。

リセットボタンを押 して

復旧できるか確認 します。

再度発生する様ならば、

CIFモ ジュールを交換

します。
・各 ERRビ ットが ON
・モジュールは動作停止

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0

RDY ERR 未使用 エラーコー ド

】
▼

CiFモ ジュール内部のステータス(OW)にCiFモ ジュ
ールが異常になった場合の

エラーコードが格納されています。

８２



7章 保守 ・メンテナンス

フー3受 信エラー情報によるチェック

受信データにて異常を検出しますと、受信エラー情報にエラーコー ドが格納されて
います。

入カレジスタの RX_ERRヒ
・
ット=1の 時、このメモリを読み出してください。

ステータス

7VV

F  E  D  C  B  A  9  8  7  6  5  4  3  2  1  0

未使用 用使未 受信エラーコード

ノ
Ｂ
名称 内容

Ａ ＥＰ 1:パリテイエラー有り
0ユ ラー無し

エラーコー ド 内容

Ｈ００
正常

Ｈ０ 受信タイムアウト
02H 受信テキス ト長異常
Ｈ３０ 受信バッファ

オータヾフロー

にラー]―ドが 01H ,02H,03Hの時
RttERR=1)

受信エラーは、受信プログラムに組み込んでチェックして下さい。エラーとなって

も、エラーデータを破棄し、次のデータから受信するように動作しますので、

受信スタート(RX_ST)を
一度 OFFに して、再度受信ソフトを実行します。

受信エラーコードの内容と対応

エラー

コー ド

エラー種別 エラー内容 対応

01H 受信タイムアウト データ受信中にデータ

のキャラクタ間に

受信タイムアウト時間

以上の中断が発生 した

CiFモ ジュールは受信
したデータを破棄 し、

次のデータを受信する

状態になっています。

頻繁に発生する場合は、

相手局のデータ構成や

最終コー ドが合っている

か確認 します。

02H 受信テキスト長異常 受信データが320
バイト以上になった。

03H 受信バッファ

オーバフ回一
受信バッファが

オーバフ回一した。
エラー信号の内容と対応

ビット エラー種別 エラー内容 対応

Ａ パリティエラー
受信時、パリティ
エラーを検出した。

CiFモ ジュールは受信
したデータを破棄し、

次のデータを受信する

状態になっています。
頻繁に発生する場合は、

相手局のデータ構成が

合っているか確認し

ます。

９２



7章 保守 ・メンテナンス

フー4送 信エラー情報によるチェック

送信エラー

8W

送信データにて異常を検出しますと、送信エラー情報にエラーコー ドが格納されて
います。

入カレジスタのTX ERRヒ
・
ット=1の 時、このメモリを読み出してください。

未使用 送信エラーコー ド

エラーコード 内容

00H 正常(棋 _ERR=0)
Ｈ０ 送信タイムアウト
02H 最終コー ド未検出

任ラー]―ドが01H,02Hの 時
T‐X_ERR=1)

送信エラーは、送信プログラムに組み込んでチェックして下さい。エラーとなって

も、エラーデータを破棄し、次のデータから送信するように動作しますので、

送信スタート(TttST)を
一度 OFFに して、再度送信ソフトを実行します。

送信エラーコードの内容と対応

エラー

コー ド

エラー種別 エラー内容 対応

Ｈ０ 送信タイムアウト データ送信中にデータ

のキャラクタ間に

送信タイムアウト時間

以上の中断が発生した

現送信テキス トを無効と
し、次のテキス トから送

信できる状態になりま

す。
02H 最終コード未検出 送信テキス トに最終コ

ードがない。

現テキス トは破棄され、

次の送信データ待ちにな
ります。

最終コー ドまでCiFモ

ジュールに書き込んでい

るかを確認 してくださ
い。

０３



付録

付録 l READ命 令仕様

FUN 237 1 READ  i特殊モジュールデータ入力

機能モジュールの拡張メモリから

ユーザレジスタエリアにデータを

転送 します。

機能モジュールからデータを読み取ります。 関連命令

特殊モジュールデータ出力

入カ ー[ A READ B → C ]一 実行出力

入力 処理 出力 ERF

OFF 不実行 OFF 不変

ON 実行 :正常時 ON 不変

不実行 :エラー時※ ON ON

オ

ベ

ラ

ン

ド

名称

デバイス レジスタ !NDEX こ

政

ｒ

け

Ｘ Ｙ Ｓ Ｒ Ｚ T C ! ０ Ｘ

Ｗ

Ｙ

Ｗ

Ｓ

Ｗ

Ｒ

ｈ

Ｗ Ｔ C Ｄ F ！

判

Ｏ

Ｗ

l Ｋ

Ａ レジスタスロット Ｃ ○ C

Ｂ 転送パラメータ C ○ C Ｃ ○ C ○

Ｃ 転送先レジスタ C C Ｃ C Ｃ Ｃ C ○ Ｃ

1旦
1° !呈

一
屯 xwEIDO REnD  RW010   →   D010口 ]一

一一一一一一一一一

|

動作  a接 点 R0000が oNの 時、XW000に 対応する機能モジュールより、RW010が 示す

拡張メモリエリアのア ドレス(H0010)から、RW011が 示すワ
ー ド数(0016ワ

ー ド)の
データをD0100レ ジスタ以降に転送 します。

RW011に 指定できる転送ワー ド数は最大 160ワ ー ドです。

機能モジュール T242E/T2Nデ ータレジスタ
H0000

READ

H014F

RW01

0

RW01

1

READ命 令は以下の時エラー(S0051=ON)となり、転送動作は実行されません。

1)ス ロット指定するオベランドが定数、入出カア ドレス以外の時

2)指 定モジュールが特殊 X,Y,X+Y以 外の場合

3)転 送ワー ド数が256ワ ー ドを越えている。

4)転 送元、転送先の転送範囲がレジスタ範囲を越えている場合

5)拡 張メモリのア ドレスが H4000～ H7FFF、 H8160～ HBFFF、 C160～ HFFFFの 場

H0010

1
H001F :十11! [::::::::]

拡張メモリア ドレス

転送ワー ド数

３



付録
△
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付録

付録 2 WRITE命 令仕様

FUN 238 1 WR,TE l特殊モジュールデータ出力

ユーザレジスタエリアのデータを

機能モジュールの拡張メモリに

転送 します。

機能モジュールヘデータを出力します。 関連命令

特殊モジュールデータ入力

入カ ー〔 A WRttE g → c ]_実 行出力

入力 処理 出力 ERF

OFF 不実行 OFF 不変

ON 実行 :正常時 ON 不変

不実行 :エ ラー時※ ON ON

オ
”
ベ
　
ラ

／ヽ

ｒド

名称

デバイス レジスタ lNDEX 正

機

ｒ

け

Ｘ Ｙ Ｓ L Ｒ Ｚ T C l ０ Ｘ

Ｗ

Ｙ

ｈ

Ｓ

ｈ

Ｒ

抑

Ｗ Ｔ Ｃ Ｄ F Ｉ

Ｗ

Ｏ

Ｗ

i Ｋ

Ａ 転送元レジスタ C C C Ｃ Ｃ C Ｃ C ○

Ｂ 転送パラメータ Ｃ C C Ｃ ○ C C C

Ｃ レジスタスロット C Ｃ

プログラム例

動作  a接点 R0000が ONの 時、D0100レ ジスタ以降 RW011が 示すワー ド数(0016ワ
ー ド)

のデータをXW000に 対応する機能モジュールの RW010が 示す拡張メモリエリア

のア ドレス(H00BO)にデ
ータを転送 します。

RW011に 指定できる転送ワード数は最大 160ワードです。

T2/T2E/T2Nデータレジスタ 機能モジュール

H0000

:十11! [::::::]
WRITE H00B0

|
H00BF

RW010

RW011
H014F

WR,TE命 令は以下の時エラーとなり、転送動作は実行されません。

1)ス ロット指定するオベランドが定数、入出カア ドレス以外の時

2)指 定モジュールが特殊 X,Y,X+Y以 外の場合

3)転 送ワー ド数が256ワ ー ドを越えている。

4)転 送元、転送先の転送範囲がレジスタ範囲を越えている場合

5)拡 張メモリのア ドレスが H4000～ H7FFF、 H8160～ HBFFF、 C160～ HFFFFの 場

拡張メモリア ドレス

転送ワー ド数



付録
△
ロ

付録 3 ASCilコ ード仕様

JiS 8コ ードを示します。

上位 4ビ ット

下

位

４
ビ

ツ
ト

０ 1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

０ ＥＤ ０ ＠ Ｐ ｐ タ ヽヽ
ヽ

1
ＨＳ Ｄ , 1 Ａ Ｑ ａ ｑ ア チ ム

２ ＸＳ ２Ｄ ２ Ｂ Ｒ ｂ
r 「 イ ツ メ

３ ＸＥ ３Ｄ ♯ ３ C Ｓ Ｃ Ｓ 」 ウ テ モ

４ ＴＥ ４Ｄ Ｓ ４ Ｄ Ｔ ｄ
t エ ト ヤ

５ EQ NK ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ オ ナ ユ
６ ＫＡ ＮＳ ＆ ６ Ｆ Ｖ Ｖ ヲ カ ヨ

７ ＬＢ ＢＥ ７ Ｇ Ｗ ｇ Ｗ ア キ ヌ ラ

８ BS ＮＣ
( ８ Ｈ Ｘ ｈ Ｘ イ ク 不ヽ リ

９ ＴＨ ＭＥ
)
９ ! Ｙ , ｙ ウ ケ ノ レ

Ａ ＦＬ ＢＳ Ｊ Ｚ Ｚ エ コ レ

Ｂ ＭＨ ＣＥ ＋ Ｋ ｋ
オ サ ヒ 日

C
ＬＣ く L ￥ 1 ヤ ンヽ フ ワ

Ｄ ＲＣ
〓 Ｍ ｍ ユ ス ヘ ン

Ｅ ０Ｓ
↑ ＞ Ｎ 八 ｎ ヨ セ ホ

Ｆ Ｓ
↓

９

・
０ ０ ツ ソ マ

４３
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